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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

2022年６月29日に提出いたしました第91期（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）有価証券報告書の記載事

項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部 企業情報

第１ 企業の概況

１ 主要な経営指標等の推移

(1) 連結経営指標等

 
第２ 事業の状況

３ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1) 経営成績等の状況の概況

② キャッシュ・フローの状況

 
第５ 経理の状況

１ 連結財務諸表等

(1) 連結財務諸表

④ 連結キャッシュ・フロー計算書

 
注記事項

連結キャッシュ・フロー計算書関係
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３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

 
第一部 企業情報

第１ 企業の概況

１ 主要な経営指標等の推移

(1) 連結経営指標等

 
（訂正前）

回次 第87期 第88期 第89期 第90期 第91期

決算年月 2018年３月 2019年３月 2020年３月 2021年３月 2022年３月

売上高 (百万円) 68,138 70,118 69,671 64,029 73,958

経常利益 (百万円) 6,076 7,253 7,405 6,826 8,282

親会社株主に帰属する
当期純利益

(百万円) 4,654 5,064 5,510 5,153 6,090

包括利益 (百万円) 6,441 4,978 4,176 6,950 7,512

純資産額 (百万円) 71,574 73,950 75,972 78,696 83,136

総資産額 (百万円) 96,133 98,174 99,378 102,538 109,043

１株当たり純資産 (円) 1,450.61 1,509.80 1,551.34 1,647.68 1,755.41

１株当たり当期純利益 (円) 94.46 102.91 112.66 105.79 128.39

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

(円) － － － － －

自己資本比率 (％) 74.3 75.2 76.3 76.7 76.1

自己資本利益率 (％) 6.7 7.0 7.4 6.7 7.5

株価収益率 (倍) 14.46 15.81 14.77 15.47 13.26

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 6,859 7,814 8,330 8,798 5,629

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,931 △6,384 △5,986 △5,349 △1,651

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,279 △2,824 △2,411 △4,483 △3,274

現金及び現金同等物
の期末残高

(百万円) 23,722 22,190 21,849 21,421 23,302

従業員数
〔ほか、平均臨時
雇用人員〕

(名)
2,683 2,577 2,594 2,507 2,477

〔607〕 〔599〕 〔601〕 〔611〕 〔597〕
 

 

EDINET提出書類

マックス株式会社(E02381)

訂正有価証券報告書

 3/10



 

（訂正後）

回次 第87期 第88期 第89期 第90期 第91期

決算年月 2018年３月 2019年３月 2020年３月 2021年３月 2022年３月

売上高 (百万円) 68,138 70,118 69,671 64,029 73,958

経常利益 (百万円) 6,076 7,253 7,405 6,826 8,282

親会社株主に帰属する
当期純利益

(百万円) 4,654 5,064 5,510 5,153 6,090

包括利益 (百万円) 6,441 4,978 4,176 6,950 7,512

純資産額 (百万円) 71,574 73,950 75,972 78,696 83,136

総資産額 (百万円) 96,133 98,174 99,378 102,538 109,043

１株当たり純資産 (円) 1,450.61 1,509.80 1,551.34 1,647.68 1,755.41

１株当たり当期純利益 (円) 94.46 102.91 112.66 105.79 128.39

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

(円) － － － － －

自己資本比率 (％) 74.3 75.2 76.3 76.7 76.1

自己資本利益率 (％) 6.7 7.0 7.4 6.7 7.5

株価収益率 (倍) 14.46 15.81 14.77 15.47 13.26

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 6,859 7,814 8,330 8,798 5,629

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,931 △6,384 △5,986 △5,349 △2,442

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,279 △2,824 △2,411 △4,483 △3,274

現金及び現金同等物
の期末残高

(百万円) 23,722 22,190 21,849 21,421 22,435

従業員数
〔ほか、平均臨時
雇用人員〕

(名)
2,683 2,577 2,594 2,507 2,477

〔607〕 〔599〕 〔601〕 〔611〕 〔597〕
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第２ 事業の状況

３ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1) 経営成績等の状況の概況

② キャッシュ・フローの状況

 
（訂正前）

　当連結会計年度における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。) の期末残高は、現金及び現金同等物の

増減額が1,880百万円増加したことにより、23,302百万円となりました。

 
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における営業活動による資金の増加は、5,629百万円(前連結会計年度は8,798百万円の増

加)となりました。主な増加は税金等調整前当期純利益が8,249百万円、減価償却費が2,811百万円、一方で主

な減少は、棚卸資産の増減額が2,230百万円、法人税等の支払額が1,703百万円です。

 
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における投資活動による資金の減少は、1,651百万円(前連結会計年度は5,349百万円の減

少)となりました。主な減少は、有形固定資産の取得による支出が4,160百万円、有価証券及び投資有価証券

の取得による支出が1,204百万円、一方で主な増加は、有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による収入

が3,900百万円です。

 
(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における財務活動による資金の減少は、3,274百万円(前連結会計年度は4,483百万円の減

少)となりました。主な減少は、配当金の支払額が2,290百万円、自己株式の取得による支出が744百万円で

す。

 
（訂正後）

　当連結会計年度における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。) の期末残高は、現金及び現金同等物の

増減額が1,014百万円増加したことにより、22,435百万円となりました。

 
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における営業活動による資金の増加は、5,629百万円(前連結会計年度は8,798百万円の増

加)となりました。主な増加は税金等調整前当期純利益が8,249百万円、減価償却費が2,811百万円、一方で主

な減少は、棚卸資産の増減額が2,230百万円、法人税等の支払額が1,703百万円です。

 
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における投資活動による資金の減少は、2,442百万円(前連結会計年度は5,349百万円の減

少)となりました。主な減少は、有形固定資産の取得による支出が4,160百万円、有価証券及び投資有価証券

の取得による支出が1,204百万円、一方で主な増加は、有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による収入

が3,900百万円です。

 
(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における財務活動による資金の減少は、3,274百万円(前連結会計年度は4,483百万円の減

少)となりました。主な減少は、配当金の支払額が2,290百万円、自己株式の取得による支出が744百万円で

す。
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第５ 経理の状況

１ 連結財務諸表等

(1) 連結財務諸表

④ 連結キャッシュ・フロー計算書

 
（訂正前）

           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前当期純利益 7,032 8,249

 減価償却費 2,522 2,811

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 2

 賞与引当金の増減額（△は減少） 104 △1

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） 13 △8

 製品保証引当金の増減額（△は減少） △18 88

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 309 △174

 受取利息及び受取配当金 △178 △198

 支払利息 42 57

 為替差損益（△は益） △166 △391

 固定資産廃棄損 16 36

 固定資産売却損益（△は益） △0 △3

 過年度関税還付額 △226 -

 投資有価証券売却損益（△は益） △29 -

 従業員預り金の増減額(△は減少) △7 △1

 売上債権の増減額（△は増加） 1,042 △940

 棚卸資産の増減額（△は増加） △401 △2,230

 仕入債務の増減額（△は減少） 338 523

 未収消費税等の増減額（△は増加） - △778

 未払消費税等の増減額（△は減少） △95 △90

 その他の資産の増減額（△は増加） △0 △26

 その他の負債の増減額（△は減少） 193 229

 小計 10,497 7,154

 利息及び配当金の受取額 230 240

 利息の支払額 △44 △62

 法人税等の支払額 △2,112 △1,703

 過年度関税の還付額 226 -

 営業活動によるキャッシュ・フロー 8,798 5,629
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           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △3,011 △1,204

 
有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

2,848 3,900

 有形固定資産の取得による支出 △4,943 △4,160

 有形固定資産の除却による支出 △150 -

 有形固定資産の売却による収入 - 10

 無形固定資産の取得による支出 △136 △227

 無形固定資産の売却による収入 0 -

 貸付けによる支出 △2 △1

 貸付金の回収による収入 46 36

 資産除去債務の履行による支出 - △4

 投資活動によるキャッシュ・フロー △5,349 △1,651

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 自己株式の取得による支出 △1,976 △744

 配当金の支払額 △2,248 △2,290

 非支配株主への配当金の支払額 △0 -

 リース債務の返済による支出 △258 △238

 財務活動によるキャッシュ・フロー △4,483 △3,274

現金及び現金同等物に係る換算差額 594 1,177

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △440 1,880

現金及び現金同等物の期首残高 21,849 21,421

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 11 -

現金及び現金同等物の期末残高
※  21,421 ※  23,302
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（訂正後）

           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前当期純利益 7,032 8,249

 減価償却費 2,522 2,811

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 2

 賞与引当金の増減額（△は減少） 104 △1

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） 13 △8

 製品保証引当金の増減額（△は減少） △18 88

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 309 △174

 受取利息及び受取配当金 △178 △198

 支払利息 42 57

 為替差損益（△は益） △166 △391

 固定資産廃棄損 16 36

 固定資産売却損益（△は益） △0 △3

 過年度関税還付額 △226 -

 投資有価証券売却損益（△は益） △29 -

 従業員預り金の増減額(△は減少) △7 △1

 売上債権の増減額（△は増加） 1,042 △940

 棚卸資産の増減額（△は増加） △401 △2,230

 仕入債務の増減額（△は減少） 338 523

 未収消費税等の増減額（△は増加） - △778

 未払消費税等の増減額（△は減少） △95 △90

 その他の資産の増減額（△は増加） △0 △26

 その他の負債の増減額（△は減少） 193 229

 小計 10,497 7,154

 利息及び配当金の受取額 230 240

 利息の支払額 △44 △62

 法人税等の支払額 △2,112 △1,703

 過年度関税の還付額 226 -

 営業活動によるキャッシュ・フロー 8,798 5,629
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           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 - △791

 有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △3,011 △1,204

 
有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

2,848 3,900

 有形固定資産の取得による支出 △4,943 △4,160

 有形固定資産の除却による支出 △150 -

 有形固定資産の売却による収入 - 10

 無形固定資産の取得による支出 △136 △227

 無形固定資産の売却による収入 0 -

 貸付けによる支出 △2 △1

 貸付金の回収による収入 46 36

 資産除去債務の履行による支出 - △4

 投資活動によるキャッシュ・フロー △5,349 △2,442

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 自己株式の取得による支出 △1,976 △744

 配当金の支払額 △2,248 △2,290

 非支配株主への配当金の支払額 △0 -

 リース債務の返済による支出 △258 △238

 財務活動によるキャッシュ・フロー △4,483 △3,274

現金及び現金同等物に係る換算差額 594 1,102

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △440 1,014

現金及び現金同等物の期首残高 21,849 21,421

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 11 -

現金及び現金同等物の期末残高
※  21,421 ※  22,435
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注記事項

連結キャッシュ・フロー計算書関係

 
（訂正前）

※　　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりであり

　　　ます。

 

 
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

現金及び預金 21,421百万円 23,302百万円

現金及び現金同等物 21,421百万円 23,302百万円
 

 
（訂正後）

※　　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりであり

　　　ます。

 

 
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

現金及び預金 21,421百万円 23,302百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 ― △866 

現金及び現金同等物 21,421百万円 22,435百万円
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